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• 我が国の輸出入量（重要ベース）の99%は、海上輸送 → 港湾は国民生活と産業の根幹を支える重要インフラ
• 南海トラフ巨大地震津波や気候変動に伴う台風の巨大化の懸念が拡大 → 国力強靭化において沿岸域における防災・減災対策も必須

沖合での海洋波の高度化に資するため、陸上設置の短波海洋レーダシステム（High-Frequency Radar 
System: HFRS)を用いた面的な流況・波浪・海上風を提供するクラウド型海象情報提供サービスを実用化する

研究課題のプロジェクト概要

ORNIS株式会社のビジネスモデル〜海洋レーダで日本の海を安全で豊かに〜

面的な流れで急潮から
養殖業を守る

陸にいながら正確な
出船判断を実現

費用対効果の高い
洋上風力発電の
適地選定に貢献

沿岸から押し寄せる津波
をいち早く捕捉

ORNISレーダ施設に
よる若狭湾の流況
観測

ORNISレーダ施設に
よる駿河湾・遠州灘
の流況観測

ORNISの事業の詳細はこちら
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